
調査の概要

　この調査は、高等学校の管理・運営の改善及び生徒指導対策のための基礎資料を得る

ことを目的に、昭和52年（昭和51年度間）以来実施している調査です。本年度調査の概要

は、次のとおりです。

１　調査期日　　平成18年５月１日

２　調査対象　　県内公立高等学校

                    　　全日制  166校（県立152校・市立14校）

                   　　 定時制    28校（県立 19校・市立  9校）※分校1校を含む

３　主な調査事項　　平成17年度間（17年４月１日～18年３月31日）における次の事項

　　　　　　　　　・　転・編入者、転出者数

　　　　　　　　　・　退学者数

　　　　　　　　　・　原級留置者数

　　　　　　　　　・　長期欠席者数

　　　　　　　　　・　年度途中の進級・卒業者数

４　用語の定義

　(1) 年度当初在籍生徒

　　　平成17年４月１日現在の在籍者をいいます。ただし、同年４月１日付けで転・編入し

　 た生徒については、(3)｢転・編入者｣ に含めます。

　(2) 年度末在籍生徒

　　　平成18年３月31日現在の在籍者をいいます。ただし、同年３月31日付けで転出及び

　　退学した生徒については、(5)｢転出者｣ (6)｢退学者｣ に含めます。

　(3) 転・編入者

　　　学校教育法施行規則第61条第１項及び第２項により転入した生徒、同第60条により

　　編入した生徒、及び後期募集により入学した生徒をいいます。また、同一高等学校内

　　の他の学科から異動してきた生徒も含めます。

　(4) 再入学者

　　　退学した後、再び同一高等学校内の同一課程、及び同一学科に編入した生徒をい

　　います。

　(5) 転出者

　　　学校教育法施行規則第61条第１項及び第２項により転出した生徒をいいます。また、

　　同一高等学校内の他の学科へ異動した生徒も含めます。

Ⅲ 公立高等学校生徒の異動状況調査



　(6) 退学者

　　　学校教育法施行規則第62条により校長の許可を受けて退学した生徒をいいます。

　(7) 年度途中進級・卒業者

　　　学校教育法施行規則第61条の２により､ 留学先における取得単位が認定され、年

　 度途中において進級または卒業の措置がとられた生徒等をいいます。

　(8) 原級留置者

　　　学年末に進級または卒業が認められなかった生徒のうち、４月１日以降も原級に留

　　まっている生徒をいいます。ただし、３月31日現在において、教育委員会通知による

　　留学中の者は除きます。

　(9) 長期欠席者

　　　前回調査までは、50日以上にわたり欠席または休学した生徒を対象にしていました

　　が、今回調査より、文部科学省の｢生徒指導上の諸問題の現状について」の調査に合

　　せ、30日以上にわたり欠席または休学した生徒をいいます。

結果の概要

１　全日制の課程
　　　年度当初在籍生徒は 120,388人であったのに対し、年度末在籍生徒は 117,902人

　　となっています。

　表１　異動状況総括表（全日制）

区 分 平成1７年度 平成16年度 増　減（前年度比）

年度当初在籍生徒数 ( ａ ) 120,388人 123,881人 △ 3,493人 △ 2.8％ 

転 ・ 編 入 者 数 ( ｂ ) 275人 275人 －   －   

転 出 者 数 ( ｃ ) 791人 758人 33人 4.4％ 

退 学 者 数 ( ｄ ) 1,952人 1,976人 △ 24人 △ 1.2％ 

年 度 途 中 卒 業 者 数 ( ｅ ) 18人 31人 △ 13人 △ 41.9％ 

年 度 末 在 籍 生 徒 数 ( ｆ ) 117,902人 121,392人 △ 3,490人 △ 2.9％ 

3,036人 3,040人 △ 4人 △ 0.1％ 

転　 入 　率 　(ｂ)÷(ａ) 0.23％ 0.22％ 0.01 ポイント増 

転　 出 　率 　(ｃ)÷(ａ) 0.66％ 0.61％ 

退　 学 　率 　(ｄ)÷(ａ) 1.62％ 1.60％ 

　（参考）平成16年度退学率の全国平均　（公・私立計）＜普通科＞1.6％＜専門学科＞2.3％＜総合学科＞2.3％、

　　　　　　（公立）＜普通科＞1.3％＜専門学科＞2.0％＜総合学科＞1.8％（文部科学省調査）

異 動 生 徒 数 ( ｂ ～ ｅ の 計 )

0.05 ポイント増 

0.02 ポイント増 



　(１) 退学者

　　ア　総括（表２、第１図参照）

　　　 退学者は 1,952人（前年度比24人減少）です。年度当初在籍生徒数に対する

　　割合（退学率）は1.62％（前年度比0.02ポイント上昇）です。

　表２　学科別・学年別・男女別退学者数（全日制）

平成1７年度 （退学率） 平成16年度 （退学率）

1,952人 1.62％ 1,976人 1.60％ △ 24人 0.02％ 

1,347人 1.37％ 1,469人 1.42％ △ 122人 △ 0.05％ 

467人 2.85％ 450人 2.64％ 17人 0.21％ 

138人 2.55％ 57人 1.57％ 81人 0.98％ 

968人 2.47％ 979人 2.34％ △ 11人 0.13％ 

718人 1.76％ 750人 1.80％ △ 32人 △ 0.04％ 

266人 0.66％ 247人 0.61％ 19人 0.05％ 

983人 1.65％ 1,057人 1.73％ △ 74人 △ 0.08％ 

969人 1.59％ 919人 1.46％ 50人 0.13％ 

　　　学科別、学年別　男女別退学者数の過去10年間の推移は第１図のとおりです。

　第１図　学科別、学年別　男女別退学者数の推移（全日制）
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　イ　理由別退学者（表３、第２図参照）

 　　 理由別では、「学校生活・学業不適応」が最も多く、次いで「進路変更」、「学業

　 不振｣、｢家庭の事情」の順となっています。

　表３　理由別退学者数及び構成比（全日制）

区　　　分 増   　減

1,952人 100.0％ 1,976人 100.0％ △ 24人 －   

913人 46.8％ 939人 47.5％ △ 26人 △ 0.7％ 

383人 19.6％ 356人 18.0％ 27人 1.6％ 

242人 12.4％ 273人 13.8％ △ 31人 △ 1.4％ 

124人 6.4％ 138人 7.0％ △ 14人 △ 0.6％ 

83人 4.3％ 103人 5.2％ △ 20人 △ 0.9％ 

81人 4.1％ 69人 3.5％ 12人 0.6％ 

682人 34.9％ 591人 29.9％ 91人 5.0％ 

272人 13.9％ 275人 13.9％ △ 3人 －   

134人 6.9％ 109人 5.5％ 25人 1.4％ 

86人 4.4％ 69人 3.5％ 17人 0.9％ 

30人 1.5％ 33人 1.7％ △ 3人 △ 0.2％ 

160人 8.2％ 105人 5.3％ 55人 2.9％ 

138人 7.1％ 156人 7.9％ △ 18人 △ 0.8％ 

88人 4.5％ 128人 6.5％ △ 40人 △ 2.0％ 

47人 2.4％ 42人 2.1％ 5人 0.3％ 

22人 1.1％ 16人 0.8％ 6人 0.3％ 

18人 0.9％ 9人 0.5％ 9人 0.4％ 

15人 0.8％ 28人 1.4％ △ 13人 △ 0.6％ 

29人 1.5％ 67人 3.4％ △ 38人 △ 1.9％ 

        理由別退学者の構成比の過去10年間の推移は第２図のとおりです。

　第２図　理由別退学者の構成比の推移（全日制）

  (注)「その他」には「病気・けが」(2.4％)、「経済的理由」(1.1%)、「死亡」(0.9％)、「問題行動等」(0.8％)、を含みます。
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　(２) 長期欠席者（表４参照）

　　　 平成17年度間に30日以上にわたり欠席した生徒は 4,872人です。50日以上に

　　わたり欠席した生徒は1,984人（前年度比42人増加） です。

　　　３０日以上にわたり欠席した生徒の年度当初在籍生徒数に対する割合（長期欠

　 席率）は4.05％、５０日以上の長期欠席率は、1.65％（前年度比0.08％上昇）です。

　表４　学科別・学年別・男女別長期欠席者数（全日制）

4,872人 4.05％ 

3,871人 3.93％ 

617人 3.77％ 

384人 7.10％ 

1,371人 3.50％ 

1,890人 4.63％ 

1,611人 3.98％ 

2,337人 3.92％ 

2,535人 4.17％ 

　　　　 理由別では、「不登校（長期欠席者全体の35.4％）」、「病気・けが（17.3％）」、 

　　　 「経済的理由（0.9％）」となっています。

　(３) 転入率・転出率・退学率・原級留置率・長期欠席率の推移（表５、第３図参照）

　表５　転入率・転出率・退学率・原級留置率・長期欠席率の推移（全日制）
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　　　 調査を開始した昭和51年度からの推移は、第３図のとおりです。

第３図　転入率・転出率・退学率・原級留置率・長期欠席率の推移（全日制）
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２　定時制の課程
　　 年度当初在籍生徒は 7,044人であったのに対し、年度末在籍生徒は 5,893人となっています。

　

　表６ 異動状況総括表（定時制）

区 分 平成17年度 平成16年度 増　減（前年比）

( ａ ) 7,044人 6,623人 421人 6.4％ 

( ｂ ) 133人 184人 △ 51人 △ 27.7％ 

( ｃ ) 75人 62人 13人 21.0％ 

( ｄ ) 1,209人 1,078人 131人 12.2％ 

( ｆ ) 5,893人 5,667人 226人 4.0％ 

1,417人 1,324人 93人 7.0％ 

1.89％ 2.78％ 0.89 ポイント減 

1.06％ 0.94％ 0.12 ポイント増 

17.16％ 16.28％ 0.88 ポイント増 

　（参考）平成16年度退学率の全国平均　（公・私立計） 13.6％、（公立） 13.9％（文部科学省調査）

　(１) 退学者

　　ア　総括（表７、第４図参照）

　　　 退学者は 1,209人（前年度比131 人増加）です。年度当初在籍生徒数に対する割合（退学

　　率）は17.16 ％（前年度比0.88ポイント上昇）です。

　表７　学科別・学年別・男女別退学者数（定時制）

1,209人 17.16％ 1,078人 16.28％ 131人 0.88％ 

813人 18.74％ 675人 17.15％ 138人 1.59％ 

243人 15.94％ 261人 15.27％ △ 18人 0.67％ 

153人 12.96％ 142人 14.52％ 11人 △ 1.56％ 

757人 26.18％ 658人 25.36％ 99人 0.82％ 

276人 14.97％ 246人 15.89％ 30人 △ 0.92％ 

137人 10.38％ 136人 9.28％ 1人 1.10％ 

39人 3.95％ 38人 3.74％ 1人 0.21％ 

678人 16.06％ 653人 16.02％ 25人 0.04％ 

531人 18.81％ 425人 16.68％ 106人 2.13％ 
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　　　学科別、学年別　男女別退学者数の過去１０年間の推移は、第４図のとおりです。

　第４図　学科別、学年別　男女別退学者数の推移（定時制）

　イ　理由別退学者（表８、第５図参照）

　　　 理由別では、「学校生活・学業不適応」が最も多く、次いで「進路変更｣、｢仕事の多忙」、 ｢家庭

　　の事情」の順となっています。

　表８　理由別退学者数及び構成比（定時制）

区　　　分 増   　減

1,209人 100.0％ 1,078人 100.0％ 131人 －   
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　　　理由別退学者数及び構成比の過去10年間の推移は第５図のとおりです。

　第５図　理由別退学者の構成比の推移（定時制）

　(２) 長期欠席者（表９参照）

　　　 平成17年度間に30日以上にわたり欠席した生徒は 2,607人です。50日以上に

　　わたり欠席した生徒は1,536人（前年度比107人増加） です。

　　　３０日以上にわたり欠席した生徒の年度当初在籍生徒数に対する割合（長期欠

　 席率）は37.01％、５０日以上の長期欠席率は、21.81％（前年度比0.23％上昇）です。

　　

　表９　学科別・学年別・男女別長期欠席者数（定時制）

2,607人 37.01％ 

1,676人 38.63％ 

521人 34.19％ 

410人 34.72％ 

1,221人 42.22％ 

659人 35.74％ 

449人 34.02％ 

278人 28.14％ 

1,543人 36.56％ 

1,064人 37.69％ 

　　　　 理由別では、「不登校（長期欠席者全体の21.5％）」、「経済的理由（6.9％）」 、

　　　 「病気・けが（5.3％）」となっています。
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（注）「その他」には、「死亡」(0.7%)を含みます。



　(３) 転入率・転出率・退学率・原級留置率・長期欠席率の推移（表１０、第６図参照）

　表１0　転入率・転出率・退学率・原級留置率・長期欠席率の推移（定時制）

増   　減

　　　 調査を開始した昭和51年度からの推移は、第６図のとおりです。

第６図　転入率・転出率・退学率・原級留置率・長期欠席率の推移（定時制）

長 期 欠 席 率 21.81％ 21.58％ 0.23 ポイント増 

原 級 留 置 率 8.29％ 8.02％ 0.27 ポイント増 

1.06％ 0.94％ 0.12 ポイント増 

退 学 率 17.16％ 16.28％ 0.88 ポイント増 

※２　長期欠席率は、50日以上欠席生徒の率で、30日以上の長期欠席率は、37．05％です。

※１　転入率は、調査開始以来最低です。

区 分 平成1７年度（率） 平成16年度（率）

転 入 率 1.89％ 2.78％ 0.89 ポイント減 

転 出 率
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